
- 1 -

第１回戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会　議事録 

 

 

○　開催日時 

　　　令和８年２月 12日（木）午後１時 30 分から午後２時 45分まで 

○　開催場所 

　　　千曲市役所５階　第１委員会室 

○　出席者 

 

１　開　　会 

・委員出席状況について報告（14名中 13 名出席、会議成立）。 

 

２　市長挨拶（要約） 

・令和５年３月に千曲市総合運動公園基本構想を策定し、対象となる「河川敷エリア」

について、千曲川河川事務所様に大変熱心にご指導いただきながら策定した「戸倉

上山田地区かわまちづくり計画」が、令和７年８月１日に国土交通省の新規登録を

受けることができた。 

・来年度から、いよいよ戸倉上山田地区かわまちづくり事業に着手する。本計画を推

進していくため、委員の皆様におかれては、それぞれの専門分野のお立場からエリ

アの整備や活用について議論いただき、ご意見を賜りたい。 

・河川環境整備事業に関する取組を推進し、本河川敷エリアが市民や来訪される皆様

に真に親しまれる河川空間となることを祈念し、挨拶とさせていただく。 

 

３　自己紹介 

 

４　臨時議長選出 

・戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会要綱第４条第１項の規定には「会長が議

長となる」と定めているが、会長が決定していないため、会長が決定するまでの間、

市長を臨時議長に選出する。 

 

 委員 １３名　※欠席１名

 随行 １名　千曲川河川事務所

 オブザーバー １名　長野県千曲建設事務所整備課長

 事務局 ８名　建設部長、都市計画課長、同課主幹兼施設係長、同課計

画係長、同課施設係員、同課計画係員 
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５　協議事項（要約） 

（１）選第１号　戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会会長の互選について 

・戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会要綱第３条第２項の規定に基づき、委員

の互選により、会長に佐々木委員を選出した。 

 

（２）選第２号　戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会副会長の互選について 

・戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会要綱第３条第２項の規定に基づき、委員

の互選により、副会長に小林委員を選出した。 

 

（３）「戸倉上山田地区かわまちづくり計画」新規登録後の経過報告について 

 

 

（４）事業スケジュール及び検討事項について 

　　　〇国施工施設について 

 事務局： 資料１～４に基づき、「戸倉上山田地区かわまちづくり計画」新規登

録後の経過報告について報告する。 

 
 【質疑なし】

 【資料 1 戸倉上山田地区かわまちづくり推進協議会要綱】 

・協議会から推進協議会に変わり、要綱の変更を行った。今後は、

本要綱に基づき推進協議会を実施していくことを説明した。 

【資料 2 国土交通省プレスリリース＋登録証（4枚）】 

・戸倉上山田地区かわまちづくり計画が新規登録となった際の、

国土交通省からのプレスリリース記事を説明した。 

・普段は市長室に飾っている登録証の原本も披露した。 

【資料 3 市報 10 月号、国土強靭化マガジン】 

・戸倉上山田地区かわまちづくり計画の新規登録を周知した市

報 10 月号の記事と、新建新聞社発行の国土強靭化マガジン

2025 の記事を説明した。 

【資料 4 リバーフロント計画　（ちくま未来新聞＋4枚両面）】 

・戸倉上山田中学校の 3年 5組の生徒さんが、地域について探求

するという、総合学習のテーマで「戸倉上山田地区かわまちづ

くり計画」を採用した記事を紹介した。 

・生徒が作成した、リバーフロント計画提案書を説明した。

 委員： 資料８～１０に基づき、国施工施設について、国土交通省北陸地方

整備局千曲河川事務所から報告。 
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〇市施工施設について 

 

 
 【以下、質疑応答】

 委員： このパンフレットは誰が、何処で配布するものか？

 委員： 河川事務所、千曲市等で、事業説明等をするときに使用することを

考えている。

 委員： 千曲市民として、目にするとしたら案１の方がワクワクする感じが

伝わってくる。

 委員： 参考にさせていただく。

 【質疑なし】

 【資料 8 施設整備計画イメージ平面図】 

・現在、千曲川河川事務所では、千曲市と具体的な設計に向けた

協議を続けている。国として整備する施設について、管理用通

路としての階段・坂路、高水敷整を主に実施する予定。 

・戸倉体育館の裏、右岸最上流部の駐車場予定地については、R10

年度開催予定の国スポ、R9 年度のプレ大会で利用したいとの

要望があるので、利用に間に合うよう、R8 年度着手を目指し

ている。 

【資料 9 千曲市磯部地区、新戸倉温泉地区の樹木伐採について】 

・当該地区について、R7 年度補正予算を利用して、河川管理上の

支障となっている樹木の伐採を行う。かわまち事業予定地区と

重複する区間となるが、千曲市とも調整し、2/16 からの伐採

を実施予定。 

・プレ大会での駐車場利用も考慮して、先行的に実施する。 

【資料 10 かわまちパンフレット（案）】 

・かわまちづくりの広報用のパンフレットを作成する。現在、千

曲市ともパンフレットの概要等を協議している最中であり、今

回配布したものは「案」である。 

・R8 年度の上半期に発行するスケジュールで進めている。 

皆様にご承知いただきたい。

 事務局： 資料５に基づき、市施工施設について報告する。 
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〇管理運営について 

 

 
 【以下、質疑応答】

 委員： 8 月の花火大会の打ち上げ箇所と整備エリアが重なっている。花火

大会の準備が始まるが、こちらの取り扱いの考えについて聞かせて

いただきたい。

 事務局： 花火大会の関係は、今後、実行委員会さんとも話しをつめていきた

いと考えている。来年度については、市は測量設計が主になり、工

程・内容等も含めて協議させてもらいたい。

 

 【質疑なし】

 【資料 5 事業スケジュール】 

・かわまちづくりについて、市では R8 年度に測量・実施設計を

予定し、R9年度から整備工事を始め、R12 年度に全面供用開始

予定。 

・新体育館の建設事業が、R10 年の国スポに向けスタートしてい

るが、駐車場不足の懸念がある。かわまちの駐車場を利用した

いとの要望があり、国において来年度からの早期事業着手を目

指している。 

・マウンテンバイクコースの設計は、専門性や経験が必要な施設

であり、その設計方法等について検討してきた。コースの設計

のみを専門にしている設計会社はあまりなく、その土地の有志

の方々が作成しているパターンがほとんどである。 

・長野県内のマウンテンバイクコースのほとんどの施設では、地

元の有志の方が切り開いたようである。この地域にいるメンバ

ーで関わったことのある者もるので、科野さらしなの里サイク

リング推進委員会として協力していければと思う。 

　（委員） 

・マウンテンバイクコースについては、科野さらしなの里サイク

リング推進委員会に協力を仰ぎ、今後進めていきたい。 

・これまで課題となっていた堤防の横断方法、トイレなど各種課

題について、今後、引き続き本協議会において検討していく。

 事務局： R8 年度から、白鳥園の指定管理者が互恵株式会社に決定したこと

の報告。 
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〇周辺エリアとの連携について 

 

 
 【質疑なし】

 ・白鳥園について、R8 年度から新たに互恵株式会社が指定管理

者となる。互恵株式会社は観光施設の企画運営、飲食店舗の運

営を中心に事業を展開していて、指定管理の契約期間は 5 年

間、R8.4～R13.3 までとなっている。 

・白鳥園との相乗効果も含め、今後、本協議会にパートナー企業

等の立場で参加して貰いたいと考えている。委員の皆様は、ご

承知いただきたい。

 事務局： ・資料 6～7に基づき、周辺エリアとの連携について報告する。 

 

 【以下、質疑応答】

 委員： マウンテンバイクコースでは、河川断面の関係、盛土などの問題は

大丈夫か？

 委員： 大きな起伏は難しいかもしれないが、河川に必要な流下能力をチェ

ックしている。現状、問題無いということで判断している。

 委員： 国スポのプレ大会には戸倉体育館を使用しないのでは？

 事務局： かわまちで整備する駐車場を、プレ大会関係者の駐車場として使用

したいということ。 

担当課から、プレ大会でも駐車場として利用したいという要望を受

けているので、河川事務所様にもその旨伝えている。

 【資料 6 整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）】 

・国土交通省の補助事業である都市構造再編集中支援事業にて、

市道 1-20 号線、市道 360 号線の改良事業を進めており、R8年

度からは、右岸側のかわまち計画の範囲をこの区域に含めて、

一体となって事業を進める協議を行っている。 

【資料 7 戸倉上山田温泉まちづくり推進会議だより】 

・戸倉上山田温泉街において、委員が会長を務める「戸倉上山田

温泉まちづくり推進会議」が R6.4 に発足し、現在は R8 年度の

グランドデザインの策定に向け、協議が進められている。 

・左岸側のかわまちづくり整備については、この会議とも連携し

ながら事業を進めていきたいと考えている。



- 6 -

 

・全ての議事が終了し、議長が退任した。 

 

 委員： 万葉橋の東側から流入してくる水路が臭うと思う。計画の中では線

で水路が示されているが、何か手立てを何か講じる計画はあるか？

 事務局： 来年度の設計の中で検討していきたいと考えている。

 

 
 委員： かわまちづくりのパンフレットが配られたら、市民の欲しいもの等

の要望がでてくると思う。 

設計内容は決定済みなのか？要望は取り入れられるのか？

 事務局： 設計については、4月以降に着手していく。 

要望については、河川事務所も本協議会に参加しているため、本協

議会などで協議していきたいと考えている。

 委員： 河川事務所として補足説明する。新たな施設設置などが必要であれ

ば、計画書を変更するという手続きが必要となる。 

全く変更できないわけではないが、今の計画ですでに認可されてい

るということは承知願いたい。

 議長： 新規登録後、何か問合せや要望などはあったか？

 事務局： 戸上中学校の生徒さんが、自主的に地域の活動のテーマとして取り

上げたというのが大きな反響です。 

また、新建新聞社の取材・記事があり、ホームページでの問合わせ

等、細かな市民からの意見はいただいている。 

今後、意見があれば本協議会でも随時報告したい。

 

 
 委員： 戸上中学校のアンケート結果の中にある、タータントラックの陸上

競技場について、例えば多目的広場のところに 100 メートルの走路

だけでもあれば、子供達の意見を取り入れ、未来に繋がるのでは。

 事務局： 河川の制約があるので、河川事務所とも協議する必要がある。新体

育館など、千曲運動公園エリアも整備していく予定があるので、他

エリアも含めた設置の可能性を検討したい。

 

 【質疑なし】
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６　そ の 他 

・新年度の協議会開催スケジュールについて報告。R8 年度は測量・実施設計業者の決

定後の 6 月、設計が進んできた 11 月、そして設計の最終確認の 2月、合計 3 回程

度を予定している。事業の進捗に併せて開催していくので承知願いたい。 

 

７　閉　　会 

 

 

以上


